
JP 5523075 B2 2014.6.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のシーンの動画信号が記録された記録媒体から前記動画信号を再生する再生手段と
、
　前記記録媒体に記録された複数のシーンからユーザにより選択されたシーンの前記動画
信号を前記再生手段により再生する第１の再生モードと、前記記録媒体に記録された複数
のシーンのうち再生するシーン及び前記再生するシーンの再生順序を指定するための所定
の情報に従って前記再生手段により前記動画信号を再生する第２の再生モードのいずれか
を設定する設定手段と、
　前記記録媒体に記録された前記動画信号から、前記動画信号の送信先に応じた所定の形
式の動画信号を生成する処理手段と、
　前記設定手段により設定された再生モードに応じて、前記処理手段による前記所定の形
式の動画信号を生成する処理を変更する制御手段
とを備え、
　前記制御手段は、前記第１のモードが設定された場合、前記記録媒体に記録された複数
のシーンからユーザにより選択されたシーンのそれぞれを所定時間ごとに分割した、前記
所定の形式の動画信号を生成し、前記第２のモードが設定された場合、前記所定の情報に
より指定された複数のシーンが結合された動画信号を前記所定時間ごとに分割した、前記
所定の形式の動画信号を生成するように、前記処理手段を制御する
ことを特徴とする再生装置。
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【請求項２】
　前記制御手段は、前記第１のモードが設定された場合、前記選択されたシーンのそれぞ
れの動画信号の先頭から終端までを前記所定時間ごとに分割した、前記所定の形式の動画
信号を生成するように前記処理手段を制御することを特徴とする請求項１に記載の再生装
置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１のモードが設定された場合、前記選択されたシーンの動画信
号のうち指定された位置から終端までを前記所定時間ごとに分割した、前記所定の形式の
動画信号を生成するように前記処理手段を制御することを特徴とする請求項１に記載の再
生装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第２のモードが設定された場合、前記所定の情報により指定され
た複数のシーンが結合された動画信号の先頭から終端までを前記所定時間ごとに分割した
、前記所定の形式の動画信号を生成するように前記処理手段を制御することを特徴とする
請求項１に記載の再生装置。
【請求項５】
　前記処理手段は、前記所定時間ごとの動画信号から一つの動画ファイルを生成すること
を特徴とする請求項１に記載の再生装置。
【請求項６】
　複数のシーンの動画信号が記録された記録媒体から前記動画信号を再生する再生手段と
、
　前記記録媒体に記録された複数のシーンからユーザにより選択されたシーンの前記動画
信号を前記再生手段により再生する第１の再生モードと、前記記録媒体に記録された複数
のシーンのうち再生するシーン及び前記再生するシーンの再生順序を指定するための所定
の情報に従って前記再生手段により前記動画信号を再生する第２の再生モードのいずれか
を設定する設定手段と、
　前記記録媒体に記録された前記動画信号から、前記動画信号の送信先に応じた所定の形
式の動画信号を生成する処理手段
とを具備する再生装置の制御方法であって、
　前記第１のモードが設定された場合、前記記録媒体に記録された複数のシーンからユー
ザにより選択されたシーンのそれぞれを所定時間ごとに分割した前記所定の形式の動画信
号を生成するように、前記処理手段を制御するステップと、
　前記第２のモードが設定された場合、前記所定の情報により指定された複数のシーンが
結合された動画信号を前記所定時間ごとに分割した、前記所定の形式の動画信号を生成す
るように、前記処理手段を制御するステップ
とを備えることを特徴とする再生装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、再生装置及び制御方法に関し、特に、動画像を再生する再生装置及び制御方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－０７６１７５号公報
【０００４】
　従来、被写体を撮影し、被写体の動画と音声を記録するビデオカメラが知られている（
例えば、特許文献１参照）。また、近年では、インターネット上の動画投稿閲覧サービス
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が知られ、このようなサービスのサーバに動画像をアップロードする機能を有するビデオ
カメラも知られている。パーソナルコンピュータ又はビデオ再生機能を持つ携帯端末で特
定のホームページ又はサイトにアクセスすることで、アップロードされた動画を閲覧でき
る。但し、一般的に、この様なサービスにアップロード可能な動画の長さやサイズ、或い
はファイル形式等には制限がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ビデオカメラで撮影した動画や音声の保存形式がこれらのサービスの制限に合致しない
場合、記録動画情報をアップロード前に投稿先で指定される形式、すなわち、投稿先形式
に変換する必要がある。通常は、パーソナルコンピュータに転送した上で、変換ソフトウ
エアを使って投稿先形式に変換又は編集し、インターネット上のサーバにアップロードす
ることになる。このような作業は非常に面倒である。
【０００６】
　投稿先によっては、１ファイルの上限時間が制限されていることがある。
【０００７】
　本発明はこの様な問題を解決し、動画を上限時間以内で転送先形式に変換する機能を有
する再生装置及び制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る再生装置は、複数のシーンの動画信号が記録された記録媒体から前記動画
信号を再生する再生手段と、前記記録媒体に記録された複数のシーンからユーザにより選
択されたシーンの前記動画信号を前記再生手段により再生する第１の再生モードと、前記
記録媒体に記録された複数のシーンのうち再生するシーン及び前記再生するシーンの再生
順序を指定するための所定の情報に従って前記再生手段により前記動画信号を再生する第
２の再生モードのいずれかを設定する設定手段と、前記記録媒体に記録された前記動画信
号から、前記動画信号の送信先に応じた所定の形式の動画信号を生成する処理手段と、前
記設定手段により設定された再生モードに応じて、前記処理手段による前記所定の形式の
動画信号を生成する処理を変更する制御手段とを備え、前記制御手段は、前記第１のモー
ドが設定された場合、前記記録媒体に記録された複数のシーンからユーザにより選択され
たシーンのそれぞれを所定時間ごとに分割した、前記所定の形式の動画信号を生成し、前
記第２のモードが設定された場合、前記所定の情報により指定された複数のシーンが結合
された動画信号を前記所定時間ごとに分割した、前記所定の形式の動画信号を生成するよ
うに、前記処理手段を制御することを特徴とする。
　本発明に係る再生装置の制御方法は、複数のシーンの動画信号が記録された記録媒体か
ら前記動画信号を再生する再生手段と、前記記録媒体に記録された複数のシーンからユー
ザにより選択されたシーンの前記動画信号を前記再生手段により再生する第１の再生モー
ドと、前記記録媒体に記録された複数のシーンのうち再生するシーン及び前記再生するシ
ーンの再生順序を指定するための所定の情報に従って前記再生手段により前記動画信号を
再生する第２の再生モードのいずれかを設定する設定手段と、前記記録媒体に記録された
前記動画信号から、前記動画信号の送信先に応じた所定の形式の動画信号を生成する処理
手段とを具備する再生装置の制御方法であって、前記第１のモードが設定された場合、前
記記録媒体に記録された複数のシーンからユーザにより選択されたシーンのそれぞれを所
定時間ごとに分割した前記所定の形式の動画信号を生成するように、前記処理手段を制御
するステップと、前記第２のモードが設定された場合、前記所定の情報により指定された
複数のシーンが結合された動画信号を前記所定時間ごとに分割した、前記所定の形式の動
画信号を生成するように、前記処理手段を制御するステップとを備えることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１０】
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　本発明によれば、動画像を所定の形式に簡単に変換することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施例であるビデオカメラの概略構成ブロック図である。
【図２】インデックス画面を示す図である。
【図３】変換処理を示す表である。
【図４】変換処理の際の表示画面を示す図である。
【図５】変換処理を示すフローチャートである。
【図６】変換処理を示すフローチャートである。
【図７】変換処理を示すフローチャートである。
【図８】変換処理を示すフローチャートである。
【図９】変換処理を示すフローチャートである。
【図１０】変換処理を示すフローチャートである。
【図１１（ａ）】変換処理を示すフローチャートである。
【図１１（ｂ）】変換処理を示すフローチャートである。
【図１２】変換処理を示す表である。
【図１３】変換処理の際の表示画面を示す図である。
【図１４】変換処理を示すフローチャートである。
【図１５】変換処理を示すフローチャートである。
【図１６】変換処理を示すフローチャートである。
【図１７】変換処理を示すフローチャートである。
【図１８（ａ）】変換処理を示すフローチャートである。
【図１８（ｂ）】変換処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図１は、本発明に係る再生装置の一実施例であるビデオカメラ１００の概略構成ブロッ
ク図である。
【００１４】
　図１において、撮像部１０１は被写体を撮影し、被写体を示す動画像信号を生成して出
力する。撮像部１０１は、ズームレンズやフォーカスレンズ等の光学系、ＣＣＤ等の撮像
素子、撮像素子の出力画像信号をデジタル信号に変換するＡＤ変換器、及び、撮影された
動画像に必要な処理を施す処理回路等を含む。本実施例では、撮像部１０１は、高精細（
ＨＤ方式）の動画像信号を生成する。音声入力部１０２は、ビデオカメラ１００の周囲の
音声を取得して、音声信号を出力する。音声入力部１０２は、マイクロフォン、アンプ及
びＡＤ変換器等を含み、取得した音声信号をデジタル出力する。
【００１５】
　信号処理部１０３は、記録時には、撮影された動画像信号をＨ．２６４（ＭＰＥＧ４／
ＡＶＣ）方式に従って圧縮符号化し、音声信号をＡＣ３方式に従い圧縮符号化する。また
、信号処理部１０３は、再生時には、圧縮符号化された動画像信号及び音声信号を復号化
又は伸長する。信号処理部１０３は更に、後述のように、記録媒体１１０に記録された動
画像信号を所定の再生時間の、所定のファイル形式に変換する。信号処理部１０３は、Ｍ
ＰＥＧ２方式で動画像信号を符号化、復号化する回路を有する。そして、変換処理の際に
は、Ｈ．２６４方式で符号化された動画像信号を一旦復号した後、再度、ＭＰＥＧ２方式
に従って符号化する。また、ＭＰＥＧ２方式に変換されて記録された動画像信号の再生時
においては、このＭＰＥＧ２方式の動画像信号を復号する。表示制御部１０４は、制御部
１０７からの指示に従い、動画像及び各種の情報を表示部１０５に表示させる。表示部１
０５は、液晶パネル等の公知の表示デバイスからなる。
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【００１６】
　メモリ１０６は、動画像信号、音声信号、及び後述の様に各種の情報を一時記憶する。
制御部１０７は、操作部１０８からの指示に応じてビデオカメラ１００の各部の動作を制
御する。操作部１０８は、電源スイッチ、動画像の撮影開始と停止を指示するトリガスイ
ッチ、再生モードへの切り替えスイッチ、及びメニュースイッチ等の各種のスイッチを備
える。
【００１７】
　記録再生部１０９は、制御部１０７からの指示に従い、動画像信号、音声信号、及び各
種の情報を記録媒体１１０に記録し、また、記録媒体１１０から再生する。記録媒体１１
０は、メモリカード又はハードディスク（ＨＤＤ）等のランダムアクセス可能な記録媒体
である。この実施例では、記録媒体１１０は、不図示の装着排出機構により、ビデオカメ
ラ１００に対してユーザが容易に装着及び排出が可能である。出力部１１１は、撮影中の
動画像信号及び音声信号、並びに、再生された動画像信号及び音声信号を外部に出力する
。内部バス１１２は、ビデオカメラ１００の各部の間で、各種のデータやコマンドを転送
するために用いられる。
【００１８】
　ビデオカメラ１００の撮影モードでの基本的な動作を説明する。操作部１０８によりビ
デオカメラ１００の電源が投入されると、制御部１０７は各部を制御して、撮像部１０１
により撮影される被写体の動画像を表示部１０５に表示させ、記録ポーズ状態となる。こ
の状態で、操作部１０８により撮影開始の指示があると、制御部１０７は各部を制御し、
動画像信号と音声信号の記録を開始する。撮像部１０１と音声入力部１０２は、制御部１
０７からの指示に従い、動画像信号と音声信号をそれぞれ、バス１１２を介してメモリ１
０６に格納する。信号処理部１０３は、メモリ１０６に記憶された動画像信号と音声信号
を圧縮符号化し、圧縮データ（圧縮動画像データと圧縮音声データ）をメモリ１０６に書
き戻す。記録再生部１０９は、制御部１０７からの指示に従い、メモリ１０６の圧縮デー
タを読み出し、所定のファイル形式で記録媒体１１０に記録する。記録再生部１０９は、
圧縮動画像データと圧縮音声データを、所定のファイルシステムに従い動画ファイルとし
て管理する。撮影開始の指示から撮影停止の指示までの間に記録された一連のシーンの動
画像信号と音声信号を一つのファイルとして管理する。制御部１０７は、記録媒体１１０
に記録された各動画ファイルの記録位置と各種の付加情報を含む管理情報ファイルを作成
し、記録媒体１１０に記録する。
【００１９】
　制御部１０７は、操作部１０８により撮影停止の指示があると、記録再生部１０９を制
御し、記録媒体１１０への動画像信号と音声信号の記録を停止する。
【００２０】
　再生モードの動作を説明する。ビデオカメラ１００は、２つの再生モードを具備する。
第１の再生モードは、インデックス画面からユーザが選択したシーンを再生する選択シー
ン再生モードである。第２の再生モードは、記録された動画像の再生順序を示すプレイリ
ストに従い、プレイリストに指定された１又は複数のシーンを連続して再生するプレイリ
スト再生モードである。ユーザは、操作部１０８により、これら二つの再生モードのうち
の何れかを事前に選択又は設定する。
【００２１】
　操作部１０８により再生モードへの切り替え指示があると、制御部１０７は、初期的に
第１の再生モード（選択シーン再生モード）を設定する。制御部１０７は記録再生部１０
９を制御して、記録媒体１１０から管理ファイルを再生し、メモリ１０６に記憶する。メ
モリ１０６に記憶された管理ファイルに基づいて、制御部１０７は、記録媒体１１０に記
録された各動画ファイルに含まれる動画像信号の先頭部分（先頭画像）を記録媒体１１０
から読み出す。そして、信号処理部１０３は、読み出された先頭画像の圧縮データを伸長
し、表示制御部１０４に供給する。表示制御部１０４は、信号処理部１０３からの先頭画
像データのサイズを縮小して当該シーンの代表画像（サムネイル画像）を生成する。表示
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制御部１０４は、所定数の代表画像からなるインデックス画面を生成して表示部１０５に
表示する。
【００２２】
　図２（ａ）は、再生モードに切り替えた時に表示されるインデックス画面の様子を示す
図である。一つのインデックス画面２０１には、６シーンの代表画像２０１ａ～２０１ｆ
が表示される。インデックス画面２０１には、現在、第１の再生モードが設定されている
ことを示す情報２０２と、再生したいシーンをユーザが選択するためのカーソル２０３が
、表示される。ユーザは操作部１０８を操作してカーソル２０３を移動することで、イン
デックス画面２０１に表示される各シーンの代表画像のうち、再生したいシーンを選択し
、再生を指示する。
【００２３】
　制御部１０７は、再生が指示されると、選択された代表画像に対応した動画ファイルを
再生するように記録再生部１０９を制御する。記録再生部１０９は、指定された動画ファ
イルの圧縮データを記録媒体１１０から読み出し、メモリ１０６に記憶する。信号処理部
１０３はメモリ１０６から圧縮動画データと圧縮音声データを読み出して伸長し、得られ
た再生データをメモリ１０６に記憶する。表示制御部１０４はメモリ１０６の再生画像デ
ータを読み出して表示部１０５に供給する。これにより再生画像が表示される。また、再
生音声データは、不図示のスピーカからアナログ出力される。
【００２４】
　再生停止の指示があると、制御部１０７は、記録再生部１０９による動画ファイルの読
み出しを停止し、再び、インデックス画面２０１を表示部１０５に表示させる。
【００２５】
　インデックス画面２０１が表示されている状態で、ユーザが操作部１０８を操作すると
、図２（ｂ）に示すインデックス画面２０４が表示される。インデックス画面２０４では
複数のシーンを再生用に選択でき、その選択のために各代表画像に選択を指示するチェッ
クボックス２０５を表示する。ユーザは、操作部１０８を操作してカーソル２０３を移動
し、再生したいシーンを選択する。選択されたシーンには、選択されたことを示すマーク
が表示される。
【００２６】
　この様に、所望のシーンを選択した状態で再生開始が指示されると、制御部１０７は、
選択された複数のシーンの動画ファイルを連続して再生するように、各部を制御する。
【００２７】
　次に、プレイリストの構成と作用を説明する。プレイリストは、記録媒体１１０に記録
された複数のシーンの動画像のうち、ユーザが選択したシーンとその再生順序を記述する
ファイルである。
【００２８】
　ユーザが操作部１０８を操作し、プレイリスト作成を指示すると、制御部１０７は各部
を制御し、図２（ａ）に示すインデックス画面を表示する。この状態でユーザが操作部１
０８を操作して、プレイリストに追加したいシーンを選択し、追加を指示すると、選択さ
れたシーンがプレイリストに追加登録される。新たに登録されたシーンは、プレイリスト
において最後に再生されるように指定される。
【００２９】
　制御部１０７は記録媒体１１０にプレイリストファイルが記録されているかどうかを調
べ、プレイリストファイルが記録されていない場合には、指定されたシーンを再生するた
めのプレイリストを新たに作成する。そして、生成したプレイリストファイルを記録再生
部１０９により記録媒体１１０に記録する。また、記録媒体１１０にプレイリストファイ
ルが記録されている場合、記録再生部１０９により記録媒体１１０からプレイリストファ
イルを再生し、メモリ１０６に記憶する。そして、制御部１０７は、新たに指定されたシ
ーンをプレイリストに追加する。
【００３０】
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　第１の再生モードにおいて、インデックス画面２０１又は２０２が表示されている状態
で、ユーザがプレイリスト表示を指示すると、制御部１０７は、ビデオカメラ１００を第
２の再生モードに切り替える。そして、制御部１０７は、記録再生部１０９により記録媒
体１１０からプレイリストファイルを読み出し、メモリ１０６に記憶する。そして、制御
部１０７は、プレイリストに指定されたシーンを検出し、各シーンの代表画像を含むイン
デックス画面を生成して表示する様に、各部を制御する。
【００３１】
　図２（ｃ）は、第２の再生モードにおいて表示されるインデックス画面の様子を示す図
である。インデックス画面２０６には、第２の再生モードであることを示す情報２０７と
、プレイリストに指定されている各シーンを選択するためのカーソル２０３が表示される
。ユーザは、カーソル２０３を移動し、再生したいシーンを選択する。所望のシーンを選
択した状態で再生開始が指示されると、制御部１０７は、プレイリストに指定された再生
順序で、選択されたシーン以降の複数の動画ファイルを連続して再生するように、各部を
制御する。
【００３２】
　プレイリストに登録されているシーンの再生順序を変更したい場合、図２（ｃ）のイン
デックス画面２０６を表示している状態で、ユーザが操作部１０８を操作してプレイリス
トの変更を指示する。具体的には、順序を変更したいシーンを選択した後、変更後の再生
位置を指定する。制御部１０７は、プレイリストの再生順序が変更されると、メモリ１０
６に記憶されたプレイリストファイルを変更し、記録再生部１０９により記録媒体１１０
に記録する。
【００３３】
　動画や音声の長さと形式の変換処理を説明する。本実施例では、記録媒体１１０に記録
した動画像や音声の長さと形式を、ＤＶＤ等の外部の記録媒体やネットワーク上のサーバ
に記憶又は保存するために適したものに変換できる。また、この変換処理の際、変換後の
動画像や音声の保存先と、変換処理が指示された時の再生モードとに従い、保存先形式又
は転送先形式を自動で切り替える。
【００３４】
　図３は、ビデオカメラ１００における変換処理の内容例を示す。本実施例では、変換後
の保存先として、ＤＶＤとネットワーク上のサーバ（Ｗｅｂ）の二種類を用意した。ＤＶ
Ｄに記録することを目的とした場合、変換後のシーンが元のシーンと同様のシーンになる
ように変換する。これに対し、サーバに保存することを目的とした場合、シーンの長さが
長くなりすぎると、サーバに保存できない場合があるので、１シーンの長さに上限を設け
ている。そして、変換対象のシーンの再生時間が上限値を超える場合、分割した後に変換
する。本実施例では、変換後の再生時間の上限値、すなわち上限時間を１０分としている
。
【００３５】
　第１の再生モードが設定されている状態で変換指示があった場合、変換対象となるシー
ン同士の直接のつながりはないと見なし、各シーンを個別に変換する。これに対し、第２
の再生モードでは、ユーザが再生順序を指定しているので、シーン間のつながりにも意味
があると見なし、プレイリストに指定された複数のシーンを結合して、転送先形式に変換
する。これにより、複数のシーンを一つのシーンにまとめることができる。
【００３６】
　図４は、変換処理の際の表示画面の様子を示す図である。例えば、第１の再生モードが
設定され、図２（ａ）のインデックス画面２０１が表示されている状態でユーザが一つの
シーンを選択し、変換処理を指示したとする。このとき、図４（ａ）の保存先選択画面４
０１が表示される。画面４０１には、変換後の保存先を選択するための情報４０２が表示
される。情報４０２のうち、左側がＤＶＤ、右側がＷｅｂを示している。
【００３７】
　ユーザは操作部１０８を操作し、表示された保存先の情報４０２のうち、ＤＶＤを選択
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すると、画面４０１に代えて、図４（ｂ）の確認画面４０３が表示される。画面４０３で
は、保存先を示す情報４０４、変換元のシーンの数と再生時間を示す情報４０５、及び変
換後のシーン数（ファイル数）と合計のデータ量（サイズ）を示す情報４０６が表示され
る。
【００３８】
　選択画面４０１で、保存先としてＷｅｂが選択された場合、画面４０１に代えて、図４
（ｃ）の確認画面４０７が表示される。画面４０７では、保存先を示す情報４０８、変換
元のシーンの数と再生時間を示す情報４０９、及び変換後のシーン数（ファイル数）と合
計のデータ量（サイズ）を示す情報４１０が表示される。
【００３９】
　確認画面４０３又は４０７を表示している状態で、ユーザがＯＫを指示すると、変換処
理が開始され、確認画面４０３に代えて、処理中を示す画面４１１（図４（ｄ））が表示
される。画面４１１では、変換処理の進行状況を示すプログレスバー４１２と、変換対象
のシーンの代表画像４１３が表示される。また、ユーザがキャンセルボタンを選択するこ
とで、変換処理の中止を指示できる。
【００４０】
　また、本実施例では、図２（ｂ）に示す様に、第１の再生モードにおいて複数のシーン
を選択した状態で、変換処理を指示することも可能である。また、図２（ｃ）に示す様に
、第２の再生モードが設定された状態で、変換処理を指示することも可能である。この場
合も、図４（ａ）と同様に、保存先を選択するための情報４０２が表示される。
【００４１】
　図５は、変換処理を示すフローチャートである。なお、これから説明する変換処理は、
制御部１０７が各部を制御することにより実行される。
【００４２】
　保存先として、ＤＶＤとＷｅｂの何れが選択されたかを判別する（Ｓ５０１）。ＤＶＤ
が選択された場合、更に、現在の再生モードとして、第１の再生モードと第２のモードの
何れが選択されているかを判別する（Ｓ５０２）。第２の再生モード、即ちプレイリスト
の再生が設定されていた場合（Ｓ５０２）、プレイリストに指定された複数のシーンを変
換する処理３を実行する（Ｓ５０６）。
【００４３】
　第１の再生モードが設定されていた場合（Ｓ５０２）、更に、変換対象として１シーン
が選択されているか、複数のシーンが選択されているかを判別する（Ｓ５０３）。前記の
様に、図２（ａ）のインデックス画面２０１を表示している状態で変換指示があった場合
には、１シーンが選択されている。また、図２（ｂ）のインデックス画面２０４で複数の
シーンが選択されていた場合には、複数のシーンが変換対象として選択されていることに
なる。１シーンが選択されていた場合（Ｓ５０３）、選択されたシーンのみを変換する処
理１を実行する（Ｓ５０４）。複数のシーンが選択されていた場合（Ｓ５０３）、選択さ
れた複数のシーンを全て変換する処理２を実行する（Ｓ５０５）。
【００４４】
　保存先としてＷｅｂが選択されていた場合（Ｓ５０１）、現在の再生モードとして、第
１の再生モードと第２のモードの何れが選択されているかを判別する（Ｓ５０７）。ここ
で、第２の再生モードが設定されていた場合（Ｓ５０７）、プレイリストに指定された各
シーンを１０分毎に分割して変換する処理６を実行する（Ｓ５１１）。第１の再生モード
が設定されていた場合（Ｓ５０７）、更に、変換対象として１シーンが選択されているか
、複数のシーンが選択されているかを判別する（Ｓ５０８）。１シーンが選択されていた
場合（Ｓ５０８）、選択されたシーンのみを１０分毎に分割して変換する処理４を実行す
る（Ｓ５０９）。複数のシーンが選択されていた場合には、選択された複数のシーンを全
て結合した後、１０分毎に分割して変換する処理５を実行する（Ｓ５１０）。
【００４５】
　転送先形式への変換処理（Ｓ５０４，Ｓ５０５，Ｓ５０６，Ｓ５０９，Ｓ５１０，Ｓ５
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１１）が終了すると、変換処理が指示された時点で表示されていたインデックス画面を表
示し（Ｓ５１２）、処理を終了する。
【００４６】
　図６は、処理１の詳細なフローチャートを示す。処理１は、選択された１シーンの動画
ファイルを変換する処理である。まず、選択されたシーンの先頭のフレームを変換開始点
に設定し（Ｓ６０１）、シーンの最後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ６０２）。
次に、記録再生部１０９により記録媒体１１０から選択されたシーンの動画ファイルを再
生し、先頭の１フレームについて変換処理を実行する（Ｓ６０３）。
【００４７】
　本実施例では、高精細（ＨＤ）の動画像データをＨ.２４６方式に従って符号化し、記
録している。そして、ＤＶＤにコピーする場合、記録された動画像データの符号化形式を
、ＤＶＤビデオの符号化方式であるＭＰＥＧ２に変換する。そこで、選択されたシーンの
圧縮動画像データを記録媒体１１０からメモリ１０６に読み出す。信号処理部１０３は、
メモリ１０６に記憶される圧縮動画像データを伸長し、得られた再生動画像データをメモ
リ１０６に書き戻す。そして、メモリ１０６から再生動画像データを読み出し、そのサイ
ズ（画素数）を縮小した後、ＭＰＥＧ２方式に従って圧縮符号化し、得られたＭＰＥＧ２
データをメモリ１０６に格納する。記録再生部１０９は、メモリ１０６からＭＰＥＧ２デ
ータを読み出し、記録媒体１１０に記録する。このとき、変換された動画像信号と音声信
号とが一つの動画ファイルとして記録される。また、変換処理によって記録された動画フ
ァイルであることを示す識別情報が共に記録される。
【００４８】
　Ｈ．２６４方式とＭＰＥＧ２方式は何れも、ＧＯＰと呼ばれる単位で符号化が行われる
。ＧＯＰとは、フレーム内符号化されたフレーム画像データ（Ｉフレーム）と、所定数の
フレーム間予測符号化されたフレーム画像データ（Ｐ，Ｂフレーム）とから構成される。
そのため、信号処理部１０３は、ＧＯＰを単位として再生動画像データをメモリ１０６に
記憶し、ＧＯＰを単位としてＭＰＥＧ２形式で圧縮符号化する。なお、ＤＶＤビデオでは
高精細（ＨＤ）の動画像を扱えないので、１フレームの画素数（画面サイズ）を縮小した
上で、ＭＰＥＧ２方式により符号化する。
【００４９】
　選択されたシーンの動画ファイルに含まれる圧縮音声データも、一旦メモリ１０６に記
憶される。そして、動画像データの変換処理に合わせてメモリ１０６から読み出され、Ｍ
ＰＥＧ２方式に変換された動画像データと共に、再度、一つの動画ファイルとして記録媒
体１１０に記録される。本実施例では、音声信号をＡＣ３方式に従って符号化して記録し
ており、変換処理の際には、音声信号の符号化形式を変換しない。
【００５０】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ６０４）
。中断指示がない場合には、次のフレームを変換し（Ｓ６０５）、変換終了点に到達した
かどうかを判別する（Ｓ６０６）。変換終了点に到達していない場合（Ｓ６０６）、Ｓ６
０４に戻って処理を続ける。
【００５１】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ６０６）、又は、中断指示があった場合（Ｓ６０４）、
新たなフレームの変換処理を停止し、変換後の動画データの調整を行う（Ｓ６０７）。具
体的には、変換終了点又は中断指示があったフレームが、先頭から見てＧＯＰの整数倍で
無い場合に、それ以降、ＧＯＰの最後まで同じフレームを符号化する。そして、変換処理
を終了する（Ｓ６０８）。
【００５２】
　図７は、処理２の詳細なフローチャートである。処理２は、選択されたシーンの動画フ
ァイルを全て変換する処理である。まず、選択されたシーンの一覧の情報を生成し、メモ
リ１０６に記憶する（Ｓ７０１）。例えば、図２（ｂ）のインデックス画面で二つのシー
ンが選択されていた場合には、これら二つのシーンのファイル番号を示す情報を生成する
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。
【００５３】
　次に、選択されたシーンのうち、先頭のシーンを変換対象シーンに設定する（Ｓ７０２
）。そして、変換対象シーンの先頭フレームを変換開始点に設定し（Ｓ７０３）、シーン
の最後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ７０４）。次に、記録再生部１０９により
変換対象シーンの動画ファイルを再生し、変換開始点のフレームについて変換処理を実行
する（Ｓ７０５）。
【００５４】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ７０６）
。中断指示がない場合（Ｓ７０６）、次のフレームを変換し（Ｓ７０７）、変換終了点に
到達したかどうかを判別する（Ｓ７０８）。変換終了点に到達していない場合（Ｓ７０８
）、Ｓ７０６に戻って処理を続ける。
【００５５】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ７０８）、または、中断指示があった場合（Ｓ７０６）
、新たなフレームの変換処理を停止し、ステップＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動
画データに適用する（Ｓ７０９）。そして、選択シーンの一覧の情報に基づいて、次に変
換すべきシーンがあるかどうかを判別する（Ｓ７１０）。次のシーンがある場合（Ｓ７１
０）、次のシーンを変換対象シーンに指定して（Ｓ７１２）、Ｓ７０３に戻る。次のシー
ンが無い場合（Ｓ７１０）、選択された全シーンに変換処理を適用したことになり、変換
後の動画ファイルを記録媒体１１０に記録して変換処理を終了する（Ｓ７１１）。
【００５６】
　図８は、処理３の詳細なフローチャートである。処理３は、プレイリストに指定された
複数のシーンの動画ファイルを全て結合した後、変換する処理である。プレイリストに指
定されたシーンの一覧の情報を生成し、メモリ１０６に記憶する（Ｓ８０１）。プレイリ
ストに指定された全てのシーンの先頭と終端の位置を検出する（Ｓ８０２）。
【００５７】
　プレイリストに指定されたシーンのうち、先頭のシーンを変換対象シーンに設定する（
Ｓ８０３）。変換対象シーンの先頭フレームを変換開始点に設定し（Ｓ８０４）、シーン
の最後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ８０５）。記録再生部１０９により変換対
象シーンの動画ファイルを再生し、変換開始点のフレームについて変換処理を実行する（
Ｓ８０６）。
【００５８】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ８０７）
。中断指示がない場合（Ｓ８０７）、次のフレームを変換し（Ｓ８０８）、変換終了点に
到達したかどうかを判別する（Ｓ８０９）。変換終了点に到達していない場合（Ｓ８０９
）、Ｓ８０７に戻って処理を続ける。
【００５９】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ８０９）、プレイリストに指定されたシーンの一覧情報
に基づいて、次のシーンがあるかどうか判別する（Ｓ８１０）。次のシーンがある場合（
Ｓ８１０）、次のシーンを変換対象シーンに設定して（Ｓ８１３）、Ｓ８０４に戻る。
【００６０】
　中断指示があるか（Ｓ８０７）、または、プレイリストに指定された最後のシーンの変
換処理が完了すると（Ｓ８１０）、ステップＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動画デ
ータに適用する（Ｓ８１１）。そして、調整処理後の動画ファイルを記録媒体１１０に記
録して、変換処理を終了する（Ｓ８１２）。
【００６１】
　図９は、処理４の詳細なフローチャートである。処理４は、選択された１シーンの動画
ファイルを、上限時間である１０分毎に分割して変換する処理である。なお、処理４～処
理６は、保存対象としてＷｅｂが選択された場合に実行される処理であるが、処理１～処
理３と同じく、変換後の動画像符号化形式をＭＰＥＧ２とする。また、音声信号について
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は、ＡＣ３方式とする。また、変換後の動画像の画面サイズも、処理１～処理３と同様と
する。
【００６２】
　まず、選択されたシーンの先頭のフレームを変換開始点に設定する（Ｓ９０１）。次に
、変換開始点からシーンの最後までの再生時間が１０分以上かどうかを判別する（Ｓ９０
２）。１０分以上であった場合（Ｓ９０２）、変換開始点から１０分後のフレームを変換
終了点に設定する（Ｓ９０３）。また、変換開始点からシーンの最後までが１０分未満の
場合（Ｓ９０２）、シーンの最後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ９１１）。
【００６３】
　記録再生部１０９により記録媒体１１０から選択されたシーンの動画ファイルを再生し
、先頭の１フレームについて変換処理を実行する（Ｓ９０４）。
【００６４】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ９０５）
。中断指示がない場合（Ｓ９０５）、次のフレームを変換し（Ｓ９０６）、変換終了点に
到達したかどうかを判別する（Ｓ９０７）。変換終了点に到達していない場合（Ｓ９０７
）、Ｓ９０５に戻って処理を続ける。
【００６５】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ９０７）、その時点で、変換後の動画ファイルを一旦閉
じ、変換処理を停止した上で、シーンの終端に到達したかどうかを判別する（Ｓ９０８）
。なお、この段階では、調整処理は不要である。本実施例では、ＮＴＳＣ方式の動画像信
号を記録し、変換後の１ＧＯＰを１５フレームで構成する。ＮＴＳＣ方式は、毎秒３０フ
レームの動画像で構成される。従って、変換終了点がシーンの終端以外の場合には、変換
後の動画像の再生時間がＧＯＰの整数倍となっているので、調整処理は不要である。
【００６６】
　シーンの終端に到達していない場合（Ｓ９０８）、次のフレームを変換開始点に設定し
（Ｓ９１２）、Ｓ９０２に戻る。これ以降、新たに変換された動画像信号は、新たな動画
ファイルとして記録される。
【００６７】
　シーンの終端に到達した場合（Ｓ９０８）、又は、中断指示があった場合（Ｓ９０５）
、新たなフレームの変換処理を停止し、ステップＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動
画データに適用する（Ｓ９０９）。そして、調整処理後の動画ファイルを記録媒体１１０
に記録して、変換処理を終了する（Ｓ９１０）。
【００６８】
　図１０は、処理５の詳細なフローチャートである。処理５は、第１の再生モードで選択
された複数のシーンの動画ファイルを全て、上限時間の１０分毎に分割し、変換する処理
である。
【００６９】
　まず、選択されたシーンの一覧の情報を生成し、メモリ１０６に記憶する（Ｓ１００１
）。次に、選択されたシーンのうち、先頭のシーンを変換対象シーンに指定する（Ｓ１０
０２）。変換対象シーンの先頭のフレームを変換開始点に設定する（Ｓ１００３）。変換
開始点から変換対象シーンの最後までの再生時間が１０分以上かどうかを判別する（Ｓ１
００４）。１０分以上であった場合（Ｓ１００４）、変換開始点から１０分後のフレーム
を変換終了点に設定する（Ｓ１００５）。変換開始点からシーンの最後までが１０分未満
の場合（Ｓ１００４）、シーンの最後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ１０１４）
。記録再生部１０９により記録媒体１１０から選択されたシーンの動画ファイルを再生し
、変換開始点のフレームについて変換処理を実行する（Ｓ１００６）。
【００７０】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ１００７
）。中断指示がない場合（Ｓ１００７）、次のフレームを変換し（Ｓ１００８）、変換終
了点に到達したかどうかを判別する（Ｓ１００９）。変換終了点に到達していない場合（
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Ｓ１００９）、Ｓ１００７に戻って処理を続ける。
【００７１】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ１００９）、変換後の動画ファイルを一旦閉じ、変換処
理を停止した上で、シーンの終端に到達したかどうかを判別する（Ｓ１０１０）。シーン
の終端に到達していない場合（Ｓ１０１０）、次のフレームを変換開始点に設定し（Ｓ１
０１５）、Ｓ１００４に戻る。これ以降、新たに変換された動画像信号は、新たな動画フ
ァイルとして記録される。
【００７２】
　シーンの終端に到達した場合（Ｓ１０１０）、その時点で新たなフレームの変換処理を
停止し、ステップＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動画データに適用する（Ｓ１０１
１）。そして、現在の変換対象シーンに対する変換処理を終了し（Ｓ１０１２）、次に変
換すべきシーンがあるかどうかを判別する（Ｓ１０１３）。次のシーンがある場合（Ｓ１
０１３）、次のシーンを変換対象シーンに指定して（Ｓ１０１６）、Ｓ１００３に戻る。
次のシーンが無い場合には（Ｓ１０１３）、変換処理を終了する。
【００７３】
　中断指示があった場合（Ｓ１００９）、ステップＳ６０７と同様の調整処理を変換後の
動画データに適用する（Ｓ１０１７）。そして、調整処理後の動画ファイルを記録媒体１
１０に記録して、変換処理を終了する（Ｓ１０１８）。
【００７４】
　図１１（ａ），（ｂ）は、処理６の詳細なフローチャートである。処理６は、プレイリ
ストに指定された複数のシーンの動画ファイルを全て結合した後、上限時間の１０分毎に
分割し、変換する処理である。
【００７５】
　プレイリストに指定されたシーンの一覧の情報を生成し、メモリ１０６に記憶する（Ｓ
１１０１）。プレイリストに指定された全てのシーンの先頭フレームと終端フレームの位
置を検出し、メモリ１０６に記憶する（Ｓ１１０２）。変換残り時間を１０分に設定し（
Ｓ１１０３）、プレイリストに指定されたシーンのうち、先頭のシーンを変換対象シーン
に指定する（Ｓ１１０４）。変換対象シーンの先頭のフレームを変換開始点に設定する（
Ｓ１１０５）。
【００７６】
　変換開始点から変換対象シーンの最後までの再生時間が変換残り時間以上かどうかを判
別する（Ｓ１１０６）。変換残り時間以上であった場合（Ｓ１１０６）、変換開始点から
変換残り時間分だけ後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ１１０７）。また、変換開
始点からシーンの最後までが変換残り時間未満の場合（Ｓ１１０６）、シーンの最後のフ
レームを変換終了点に設定する（Ｓ１１２０）。
【００７７】
　記録再生部１０９により記録媒体１１０から選択されたシーンの動画ファイルを再生し
、変換開始点のフレームについて変換処理を実行し（Ｓ１１０８）、変換残り時間を１フ
レーム分、減らす（Ｓ１１０９）。
【００７８】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ１１１０
）。中断指示がない場合（Ｓ１１１０）、次のフレームを変換し（Ｓ１１１１）、変換残
り時間を１フレーム分、減らした後（Ｓ１１１２）、変換終了点に到達したかどうかを判
別する（Ｓ１１１３）。変換終了点に到達していない場合（Ｓ１１１３）、Ｓ１１１０に
戻って処理を続ける。
【００７９】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ１１１３）、変換残り時間があるかどうかを判別する（
Ｓ１１１４）。変換残り時間が無い（ゼロ）場合（Ｓ１１１４）、その時点で、変換後の
動画ファイルを一旦閉じ、変換処理を停止した上で（Ｓ１１１５）、シーンの終端に到達
したかどうかを判別する（Ｓ１１１６）。シーンの終端に到達していない場合（Ｓ１１１
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６）、次のフレームを変換開始点に設定し（Ｓ１１２１）、変換残り時間を１０分に設定
し（Ｓ１１２２）、Ｓ１１０６に戻る。これ以降、新たに変換された動画像信号は、新た
な動画ファイルとして記録される。
【００８０】
　シーンの終端に到達した場合（Ｓ１１１６）、次に変換すべきシーンがあるかどうかを
判別する（Ｓ１１１７）。次のシーンがある場合（Ｓ１１１７）、次のシーンを変換対象
シーンに指定して（Ｓ１１２３）、Ｓ１１０５に戻る。
【００８１】
　次のシーンが無いか（Ｓ１１１７）、又は、中断指示があると（Ｓ１１１０）、ステッ
プＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動画データに適用する（Ｓ１１１８）。そして、
調整処理後の動画ファイルを記録媒体１１０に記録して、変換処理を終了する（Ｓ１１１
９）。
【００８２】
　この様に、本実施例では、インデックス画面を表示している状態で動画像の変換処理を
指示すると、変換後の保存先と、設定されていた再生モードとに従い、自動的に動画像デ
ータを所定形式に変換する。
【００８３】
　これにより、ユーザは、簡単な操作で、記録された動画像を保存先に適した形式に変換
したデータを得ることができる。そして、変換された動画ファイルが記録された記録媒体
１１０をビデオカメラから取り出してＰＣ等に装着することにより、この変換された動画
ファイルをＤＶＤやネットワーク上のサーバに送信、保存することができる。
【００８４】
　また、変換処理により変換されて記録媒体１１０に記録された動画ファイルは、第１の
モードで再生することができる。このとき、本実施例では、撮影モードで記録された動画
ファイルのインデックス画面とは別に、変換処理によって記録された動画ファイルのイン
デックス画面を生成する。そして、ユーザの指示によって、これら二つのインデックス画
面を切り替えて表示部１０５に表示する。ユーザは、変換されて記録された動画ファイル
についても、インデックス画面から所望の動画ファイルを選択して、再生を指示すること
ができる。変換処理によって記録された動画像信号は、前記の様に、ＭＰＥＧ２方式で符
号化されているので、信号処理部１０３は、再生された動画像信号をＭＰＥＧ２方式に従
って復号する。
【００８５】
　また、本実施例では、変換処理によって記録された動画ファイルのプレイリストへの登
録を禁止している。そのため、変換処理によって記録された動画ファイルは、第２の再生
モードでは再生されない。
【００８６】
　また、本実施例では、変換処理によって記録された動画ファイルについては、変換処理
ができないようにしている。具体的には、変換処理によって記録された動画ファイルのイ
ンデックス画面を表示しているときに変換指示があっても、図４（ａ）の画面を表示せず
に、変換ができない旨の情報を表示する。
【００８７】
　本実施例は、動画像の再生一時停止状態でも変換処理を指示できる。図１２は、再生一
時停止状態での変換処理の内容例を示す表である。
【００８８】
　図１２に示す様に、インデックス画面の表示状態で変換指示があった場合には、第１の
実施例で説明した通り変換処理を実行する。再生一時停止状態で変換指示があり、保存先
としてＤＶＤが選択された場合には、再生モードにかかわらず、再生一時停止点から当該
シーンの終端までを変換する。一方、再生一時停止状態で変換指示があり、保存先として
Ｗｅｂが選択された場合には、再生モードによって変換処理が異なる。第１の再生モード
が設定されていた場合には、再生一時停止点から上限時間以内を変換する。当該シーンの
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終端が再生一時停止点から１０分未満であれば、再生一時停止点から当該シーンの終端ま
でを変換する。第２の再生モードが設定されていた場合には、再生一時停止点から、プレ
イリストで指定された順で全シーンを結合した状態で、上限時間以内を変換する。すなわ
ち、プレイリストで指定された順で全シーンを結合した状態で、再生一時停止点から最後
のシーンの終端が１０分未満であれば、再生一時停止点から最後のシーンの終端までを変
換する。
【００８９】
　図１３は、再生一時停止状態からの変換処理の際の表示画面の様子を示す図である。図
１３（ａ）に示す表示画面１３０１は再生一時停止状態を示しており、再生中のシーンの
先頭からの経過時間の情報１３０２が表示されている。この状態でユーザが変換処理を指
示すると、図１３（ｂ）に示す保存先選択画面１３０３が表示される。画面１３０３には
、変換後の保存先を選択するための情報１３０４が表示される。
【００９０】
　ユーザが操作部１０８を操作し、何れかの保存先を選択すると、変換処理が開始される
。画面１３０３に代えて、処理中を示す画面１３０５（図１３（ｃ））が表示される。画
面１３０５では、変換処理の進行状況を示すプログレスバー１３０６が表示される。また
、変換中の動画像１３０７が表示される。ユーザがキャンセルボタン１３０８を選択する
ことで、変換処理の中止を指示できる。
【００９１】
　図１３（ｄ）は、変換処理が終了したときの表示画１３０９を示す。経過時間の情報１
３１０が表示される。
【００９２】
　図１４は、変換処理を示すフローチャートである。これから説明する変換処理は、制御
部１０７が各部を制御することにより実行される。図１４において、ステップＳ１４０３
～Ｓ１４０７の処理及びＳ１４１３～Ｓ１４１７の処理は、図５におけるＳ５０２～５１
１の処理と同じであるので、説明を省略する。ステップＳ１４０８、Ｓ１４１８の処理は
、図５のステップＳ５１２と同じであるので、説明を省略する。
【００９３】
　保存先として、ＤＶＤとＷｅｂの何れが選択されたかを判別する（Ｓ１４０１）。ＤＶ
Ｄが選択された場合（Ｓ１４０１）、現在の再生状態が、インデックス画面の表示状態と
再生一時停止状態の何れであるかを判別する（Ｓ１４０２）。インデックス画面の表示状
態であった場合（Ｓ１４０２）、Ｓ１４０３に進む。ステップＳ１４０３～Ｓ１４０８の
処理は図５におけるＳ５０２～５１２の処理と同じであるので、説明を省略する。
【００９４】
　再生一時停止状態であった場合（Ｓ１４０２）、現在の再生モードとして、第１の再生
モードと第２のモードの何れが選択されているかを判別する（Ｓ１４０９）。第１の再生
モードが設定されていた場合（Ｓ１４０９）、再生一時停止点から現在のシーンの終端ま
でを変換するための処理７を実行する（Ｓ１４１０）。第２の再生モードが設定されてい
た場合（Ｓ１４０９）、再生一時停止点から、プレイリストで指定された最後のシーンの
終端までを全て変換する処理８を実行する（Ｓ１４１１）。
【００９５】
　保存先としてＷｅｂが選択されていた場合（Ｓ１４０１）、現在の再生状態が、インデ
ックス画面の表示状態と再生一時停止状態の何れであるかを判別する（Ｓ１４１２）。イ
ンデックス画面の表示状態であった場合（Ｓ１４１２）、Ｓ１４１３に進む。ステップＳ
１４１３～Ｓ１４１８の処理は、図５におけるＳ５０２～５１２の処理と同じであるので
、説明を省略する。
【００９６】
　再生一時停止状態であった場合（Ｓ１４１２）、現在の再生モードとして、第１の再生
モードと第２のモードの何れが選択されているかを判別する（Ｓ１４１９）。第１の再生
モードが設定されていた場合（Ｓ１４１９）、再生一時停止点から、その１０分後と現在
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のシーンの終端の何れか早い方までを変換する処理９を実行する（Ｓ１４２０）。第２の
再生モードが設定されていた場合（Ｓ１４１９）、再生一時停止点から、その１０分後と
プレイリストで指定された最後のシーンの終端の何れか早い方までを変換する処理１０を
実行する（Ｓ１４２１）。
【００９７】
　図１５は、処理７の詳細なフローチャートである。処理７は、再生一時停止点から、再
生中のシーンの終端までを変換する処理である。
【００９８】
　まず、再生一時停止点のフレームを変換開始点に設定し（Ｓ１５０１）、シーンの最後
のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ１５０２）。記録再生部１０９により再生一時停
止点から動画像信号の再生を開始し、変換開始点の１フレームについて変換処理を実行す
る（Ｓ１５０３）。
【００９９】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ１５０４
）。中断指示が無い場合（Ｓ１５０４）、次のフレームを変換し（Ｓ１５０５）、変換終
了点に到達したかどうかを判別する（Ｓ１５０６）。変換終了点に到達していない場合（
Ｓ１５０６）、Ｓ１５０４に戻って処理を続ける。
【０１００】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ１５０６）、又は、中断指示があった場合（Ｓ１５０４
）、ステップＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動画データに適用する（Ｓ１５０７）
。そして、調整処理後の動画ファイルを記録媒体１１０に記録して、変換処理を終了する
（Ｓ１５０８）。
【０１０１】
　図１６は、処理８の詳細なフローチャートである。処理８は、再生一時停止位置以降の
、プレイリストに指定された複数のシーンの動画ファイルを結合して変換する処理である
。
【０１０２】
　まず、プレイリストに指定されたシーンの一覧の情報を生成し、メモリ１０６に記憶す
る（Ｓ１６０１）。プレイリストに指定された全てのシーンの先頭と終端の位置を検出す
る（Ｓ１６０２）。
【０１０３】
　再生一時停止位置を含むシーンを変換対象シーンに設定する（Ｓ１６０３）。そして、
再生一時停止位置のフレームを変換開始点に設定し（Ｓ１６０４）、変換対象シーンの最
後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ１６０５）。記録再生部１０９により、再生一
時停止位置から変換対象シーンの動画ファイルを再生し、変換開始点のフレームについて
変換処理を実行する（Ｓ１６０６）。
【０１０４】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ１６０７
）。中断指示がない場合（Ｓ１６０７）、次のフレームを変換し（Ｓ１６０８）、変換終
了点に到達したかどうかを判別する（Ｓ１６０９）。変換終了点に到達していない場合（
Ｓ１６０９）、Ｓ１６０７に戻って処理を続ける。
【０１０５】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ１６０９）、プレイリストに指定されたシーンの一覧情
報に基づいて、次のシーンがあるかどうか判別する（Ｓ１６１０）。次のシーンがある場
合（Ｓ１６１０）、次のシーンを変換対象シーンに設定し（Ｓ１６１３）、変換対象シー
ンの先頭フレームを変換開始点に設定して（Ｓ１６１４）、Ｓ１６０５に戻る。
【０１０６】
　中断指示があるか（Ｓ１６０７）、次のシーンが無い場合（Ｓ１６１０）、ステップＳ
６０７と同様の調整処理を変換後の動画データに適用する（Ｓ１６１１）。そして、調整
処理後の動画ファイルを記録媒体１１０に記録して、変換処理を終了する（Ｓ１６１２）
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。
【０１０７】
　図１７は、処理９の詳細なフローチャートである。処理９は、再生一時停止位置から、
その１０分後とシーンの最後の何れか早いほうまでを変換する処理である。
【０１０８】
　再生一時停止点のフレームを変換開始点に設定する（Ｓ１７０１）。変換開始点からシ
ーンの最後までの再生時間が１０分以上かどうかを判別する（Ｓ１７０２）。１０分以上
であった場合（Ｓ１７０２）、変換開始点から１０分後のフレームを変換終了点に設定す
る（Ｓ１７０３）。変換開始点からシーンの最後までが１０分未満の場合、シーンの最後
のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ１７１０）。記録再生部１０９により、再生一時
停止点から動画ファイルを再生し、変換開始点のフレームについて変換処理を実行する（
Ｓ１７０４）。
【０１０９】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ１７０５
）。中断指示が無い場合（Ｓ１７０５）、次のフレームを変換し（Ｓ１７０６）、変換終
了点に到達したかどうかを判別する（Ｓ１７０７）。変換終了点に到達していない場合（
Ｓ１７０７）、Ｓ１７０５に戻って処理を続ける。
【０１１０】
　変換終了点に到達するか（Ｓ１７０７）、又は、中断指示がある場合（Ｓ１７０５）、
ステップＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動画データに適用する（Ｓ１７０８）。そ
して、調整処理後の動画ファイルを記録媒体１１０に記録して、変換処理を終了する（Ｓ
１７０９）。
【０１１１】
　図１８（ａ），（ｂ）は、処理１０の詳細なフローチャートである。処理１０は、再生
一時停止点以降、プレイリストに指定された複数のシーンの動画ファイルを結合した後、
再生一時停止点から１０分後と、プレイリストの終端の何れか早いほうまでを変換する処
理である。
【０１１２】
　プレイリストに指定されたシーンの一覧の情報を生成し、メモリ１０６に記憶する（Ｓ
１８０１）。プレイリストに指定された全てのシーンの先頭フレームと終端フレームの位
置を検出し、メモリ１０６に記憶する（Ｓ１８０２）。再生一時停止点を含むシーンを変
換対象シーンに設定し（Ｓ１８０３）、再生一時停止点を変換開始点に設定する（Ｓ１８
０４）。変換残り時間を１０分に設定する（Ｓ１８０５）。
【０１１３】
　変換開始点から変換対象シーンの最後までの再生時間が変換残り時間以上かどうかを判
別する（Ｓ１８０６）。変換残り時間以上であった場合（Ｓ１８０６）、変換開始点から
変換残り時間分だけ後のフレームを変換終了点に設定する（Ｓ１８０７）。変換開始点か
らシーンの最後までが変換残り時間未満の場合、シーンの最後のフレームを変換終了点に
設定する（Ｓ１８２０）。記録再生部１０９により動画ファイルを再生し、変換開始点の
フレームについて変換処理を実行し（Ｓ１８０８）、変換残り時間を１フレーム分、減ら
す（Ｓ１８０９）。
【０１１４】
　変換処理を開始した後、ユーザから中断指示があったかどうかを判別する（Ｓ１８１０
）。中断指示が無い場合（Ｓ１８１０）、次のフレームを変換し（Ｓ１８１１）、変換残
り時間を１フレーム分、減らし（Ｓ１８１２）、変換終了点に到達したかどうかを判別す
る（Ｓ１８１３）。変換終了点に到達していない場合（Ｓ１８１３）、Ｓ１８１０に戻っ
て処理を続ける。
【０１１５】
　変換終了点に到達した場合（Ｓ１８１３）、変換残り時間があるかどうかを判別する（
Ｓ１８１４）。変換残り時間が無い（ゼロ）場合（Ｓ１８１４）、その時点で、変換後の
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動画ファイルを閉じ、変換処理を終了する（Ｓ１８１７）。
【０１１６】
　変換残り時間が残っている場合（Ｓ１８１４）、次に変換すべきシーンがあるかどうか
を判別する（Ｓ１８１５）。次のシーンがある場合（Ｓ１８１５）、次のシーンを変換対
象シーンに指定して（Ｓ１８１８）、変換対象シーンの先頭フレームを変換開始点に設定
して（Ｓ１８１９）、Ｓ１８０６に戻る。次のシーンが無い場合（Ｓ１８１５）、ステッ
プＳ６０７と同様の調整処理を変換後の動画データに適用する（Ｓ１８１６）。そして、
調整処理後の動画ファイルを記録媒体１１０に記録して、変換処理を終了する（Ｓ１８１
７）。
【０１１７】
　この様に、本実施例では、再生一時停止状態においても、動画像の変換を実行できる。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１２】 【図１３】
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【図１６】 【図１７】
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